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町会長を訪ねて⑤ ～本 天沼東町会長 石原 力さんのお話～ 

本天沼東町会長、石原 力（いしはら つとむ）さんの 

ご自宅を訪ねてお話を伺いました。 

父が 20 年以上務めてきた本天沼東町会は、本天沼一丁 

                                  目と下井草一丁目の一部が区域となっていて、25 区に分け 

                                  て編成されています。 

区域には約2500 世帯有り、960～970 世帯が町会員です。 

会長を引き受けた当初は、年一回の総会、春先の消火 

訓練、日帰りバス旅行ぐらいが主な活動でした。 

しかし、昨年から手伝い頂ける役員が増えて活動が 

活発になってきました。 

毎年6 月頃に開く総会、隔月に開催する役員会、月1 回の町会便りの発行もしています。 

荻窪消防署天沼出張所の指導の下、年に 2 回の天沼8 町会合同防災訓練、そして震災救援所として指定されて

いる杉並第九小学校、東原中学校での立ち上げ訓練の参加と本所防災館での体験ツアー等防災意識を高めて

います。昨年の年度末（３月）には福島県いわき市東日本大震災の記念館 

『いわき震災伝承みらい館』 へのバス旅行を実施することができ、少しずつ 

ですが活動は広がっています。 

 毎年10 月の第2 土曜、日曜に行われる本天沼稲荷神社のお祭では， 

私が、世話人をしている関係で世話人一同と “団子”を売って祭を盛 り 

上げています。 

今年はサミットストア本天沼店の前にある空手道場の子ども達30 人が、 

演舞を披露してくれ、見物人も多くとても好評でした。 

町会の存続のために、どんなことに取り組めば地元の皆様に 

理解して頂けるのか役員会で話し合いを重ねています。 

 石原家は、もともとは山梨で農業をしていましたが、江戸中 

期の 浅間山の噴火（１７８３年 天明大噴火）による火山灰の 

被害を受け杉並に移り住んできて、今のご当主 力（つとむ） 

さんは14代目に当たるそうです。子どもの頃は、周りは畑も 

多く、今の「コミュニティふらっと東原」のあたりには牧場が 

あったと笑顔で話して下さいました。 
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